 

●　諏訪湖の美化活動
昭和４０年代の半ばから、住民の諏訪湖浄化に対する関心を高めるための運動として、各地域ごとの青年会議所、公民館活動などでも環境問題の講座を企画し、諏訪圏域を横断する形で、住民への啓発活動への取組みが多く行われるようになりました。これらの取組みは形は変わっても現在でも続いていますが、当初の取組みは自然保護の立場での勉強会的な受取り方であったのが特徴的です。

その中でも実践的な諏訪湖浄化に取り組んでいたのは、諏訪市立上諏訪中学校の生徒による諏訪湖清掃です。この活動はすでに３０年以上継続し、現在でも同校の年間行事として継続しています。その他、多くの小中学校で諏訪湖及び流入河川をきれいにしようとする活動が行われています。

ユニークな活動としては下諏訪青年会議所（現諏訪圏青年会議所）による昭和５２年からのトンボ作戦で、諏訪湖浄化への継続的な関心を意図しての、家族一緒でのトンボの羽化数の調査が内容です。トンボの羽化数が諏訪湖の環境を反映していることからヒントを得た計画で、湖畔清掃を含めて家族ぐるみでの運動を継続し、その後のこの浄化運動は町ぐるみの下諏訪諏訪湖浄化推進連絡協議会へと発展、現在も活発に運動しています。昭和５５年頃から、自然保護の運動は環境保全運動へと拡大、発展し、運動する住民の層も広がりをみせるようになりました。（Ａ）、（Ｂ）
●　「日独環境まちづくりセミナー」
平成元年の「第１回日独環境まちづくりセミナー」をきっかけに結成された「諏訪環境まちづくり懇談会」は住民組織による地域の環境保全に自主的に取り組む団体で、住民の意見を行政に積極的に提言することを目的としています。その後、同懇談会は３回の日独環境まちづくりセミナーを開催し、「第３回日独環境まちづくりセミナー」ではドイツ、バイエルン州を中心に視察し多くの環境問題対策に対する意見交換がおこなわれました。これらの取組みは長野放送による「よみがえれ諏訪湖」で、諏訪地域ばかりでなく、全国にも放映され諏訪湖浄化の住民の意識に深く浸透する効果がありました。諏訪湖を地域のシンボルとして、まちづくりを位置づけていることから、諏訪湖浄化には多大の関心があり、「泳げる諏訪湖」を目標に活動を続けています。

また、平成７年には「水草が語りはじめた」のタイトルで放映もされ、諏訪湖浄化と沿岸の修復、水生植物の重要性がアピールされました。（Ａ）、（Ｃ）
○第１回日独環境まちづくりセミナー　　平成元年５月７日～５月１２日　会場：諏訪市文化センター

　　講師：　トーマス・ジーヴェルツ　ダルムシュタット工科大学教授（都市工学）

　　　　　　　　　　　クラウス・ペピングハウス　アーヘン工科大学教授（水管理・衛生工学）

○第２回日独環境まちづくりセミナー　　平成３年１０月３１日～１１月１日　会場：諏訪市文化センター

　　　　　講師：　クラウス・ブックシュテーク　バイエルン州水利管理部河川保護・表面水質保護・汚水終末処理部長グイドー・カンプ　ガルミッシュ=パルテンキルヒェン郡長代理

　　　　　　

○第３回日独環境まちづくりセミナー　　平成５年６月１５日～６月２１日　ドイツ　バイエルン州視察

　　　　　講師：　クラウス・ブックシュテーク　バイエルン州水利管理部河川保護・表面水質保護・汚水終末処理部長グイドー・カンプ　ガルミッシュ=パルテンキルヒェン郡長代理

○第４回日独環境まちづくりセミナー　　平成１３年５月２５日～５月２７日　会場：諏訪市文化センター・駅前市民会館
　　　　　講師：　クラウス・ブックシュテーク　バイエルン州水利管理部河川保護・表面水質保護・汚水終末処理部長グイドー・カンプ　ガルミッシュ=パルテンキルヒェン郡長代理

　　　　　　　　　　リヒャルト・シュナイダー元東京ドイツ文化センター長

■　「諏訪湖に関する諸活動」の参考文献

Ａ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校、

Ｂ：設立２０周年記念誌「よみがえれ！きれいな諏訪湖」　平成１１年：下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会刊、保管
Ｃ：第１回～第３回日独環境まちづくりセミナー全記録　平成元年５月、平成３年１１月、平成５年６月：

日独環境まちづくりセミナー実行委員会・諏訪環境まちづくり懇談会刊、保管
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